
課題①
（様式３－２－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①農業者や地域が必要とする課題
であるか 4

・収量・品質向上等のため品種の調査は必要で
ある。
・農家と一緒になっていろいろな課題に取り組ん
でもらっている。

今後も品種や栽培技術など，農業者や地域が
必要とする課題に取り組んでいきます。

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地
区）の選定は適切であるか 3 1

③関係機関とうまく連携して活動し
ているか 3 1

④活動（活動方法，時期，手段）は
適切であるか 4

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 4

活動の
成果

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 3 1

この取組により，面積が増える方向になってい
る。

あきの舞やさつまいもの普及に向け，栽培技術
の確立に取り組みます。

⑦他の課題や他農業者，地域へ
の波及性があるか 3 1

⑧結果が十分でないものは今後の
対策が考えられているか 3 1

項目 評価の視点

持続可能な水稲・畑作物産地づくり

所属名： 北薩地域振興局農政普及課さつま町駐在

令和６年度外部評価会　集計表（農業者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

各関係機関とも連携して活動している。
引き続き関係機関と連携して活動していきま
す。

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体
制・活動
方法

あきの舞は今後の普及に期待がもてる。
あきの舞の普及に向け，栽培技術の確立に取
り組んでいきます。



課題①
（様式３－３－①）

課題名①

適当
概ね
適当

要
改善

課題の
設定

①課題は地域の農業振興上，重
要な課題であるか 4 1

対象の
選定

②課題に対して対象（農業者，地
区）の選定は適切であるか 4 1

③関係機関と連携して活動してい
るか 4 1

④活動（活動方法，時期，手段）は
適切であるか 5

⑤専門的な技術・情報を活用して
効果的な活動が行われているか 4 1

⑥農業者や地域・産地等の育成や
成長に効果が上がったか 5

⑦指導対象が積極的に課題解決
にあたるようになったか 5

⑧他の課題や他農業者，地域へ
の波及性があるか 5

⑨結果が十分でないものは今後の
対策が考えられているか 4 1

項目 評価の視点

持続可能な水稲・畑作物産地づくり

所属名： 北薩地域振興局農政普及課さつま町駐在

活動の
成果

・さつまいもの水田栽培を進めてほしい。
・水稲とさつまいも栽培の組み合わせを進めた
い。

実証の成果を波及するとともに栽培体系の推進
を図っていきます。

令和６年度外部評価会　集計表（関係者用）

外部委員からの
意見・提言

意見・提言等に対する改善策や
普及指導計画への反映等

さつまいもの診断情報等を共有したい。 関係機関との情報共有を強化していきます。

活動の
波及性
と改善

評価結果（人）

活動体
制・活動
方法

・あきの舞の普及性は高い。
・あきの舞の種子が大きく不足しており，種子の
確保対策が課題である。

水稲種子の生産量・面積は，県米麦等対策協
議会種子部会（事務局：経済連）が県内各地の
種子の需要状況に基づき決定されるものです。
北薩地域振興局としては，さつま町にある採種
組合の種子契約数量達成の向け，指導・支援を
継続していきます。
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【発表要旨 課題１】 

 

持続可能な水稲・畑作物産地づくり 
 

１ 対象 

（１）水稲：さつま町水稲生産者，川薩地域稲作研究会，ＪＡ水稲部会 

（２）さつまいも：さつま町さつまいも生産者 

 

２ 課題を取り上げた背景・ねらい 

（１）水稲 

さつま町は本県を代表する普通期水稲の産地であるが，近年，登熟期の高温等によりヒ

ノヒカリの収量や品質（一等米比率）が低下する傾向にある。ヒノヒカリは栽培面積の７

割以上を占めているため，高温耐性品種への転換や作期分散等が必要となっている。 

（２）さつまいも 

サツマイモ基腐病は平成 30 年の本県での発生確認以降被害が拡大し，令和３年度は県

内作付面積の 75％で発生した。さつま町においても作付面積８ha のうち 20％で基腐病が

発生しており（令和３年度），対策の徹底による発生面積の低減が必要となっている。 

 加えて，県内のさつまいも生産量が減少する中，さつま町でのさつまいも生産の需要が

高まる傾向にあり，面積拡大への対応と新規栽培者への支援が必要となっている。 

 

３ 活動体制 

さつま町技連会普通作物部会，北薩地域サツマイモ基腐病対策プロジェクトチーム 

 

４ 活動の内容 

（１）水稲 

令和４年度に育成された県育成の高温耐性品種「あきの舞」について，さつま町での適

応性を実証するため，令和５年に１か所，令和６年に３か所実証ほを設置した。これらの

実証ほについては現地研修会等で多くの生産者にみてもらい，また，実証成績については

研修会や各種資料により周知を図った。 

（２）さつまいも 

実証ほの設置（基腐病抵抗性品種，水田栽培等）や研修会の開催による基腐病対策の推

進を図った，また，新規栽培者等への支援として個別巡回指導，カウンセリング，水稲

作との組合せモデルの提案，地区栽培暦の作成等に取り組んだ。 

５ 活動の成果 

（１）水稲 

あきの舞はヒノヒカリと比べ，熟期はほぼ同等，収量は同等から多，検査等級は１～２

ランク高く，食味評価値も同等からやや高い傾向を示し，さつま町においてヒノヒカリか

ら一部転換の有効性が確認できた。次年度の種子の注文も供給量以上にきているとのこと

であり，今後の普及拡大が期待できる。 

（２）さつまいも 

基腐病の対策を進め，発生面積は令和３年度 20％から令和６年度１％に減少した。ま

た，さつまいも栽培の有益性の提案や新規栽培者等への支援を進め，さつまいも作付面

積は令和３年度８ha から令和６年度 19ha に拡大した。水稲を中心とした経営を補完する

新たな組合せ品目として期待できる。 

 

６ 残された課題 

  あきの舞の栽培技術確立，作期分散体系の推進（ヒノヒカリ一局集中の解消）， 

さつま米の銘柄向上 

  サツマイモ基腐病対策の徹底，基腐病以外の塊根腐敗対策推進（茎根腐細菌病等） 
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